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陳 情 原 文  東京電力福島第１原子力発電所の事故によって大量の放射性物質が放

出されその影響は広範囲にわたっています。 
  このことは江戸川区民に大きな衝撃を与え、特に子育て中の若い世代は子どもた

ちの命と健康に大きな不安を覚えています。全都の中でも江戸川区は乳幼児が最も

多い区です。原発事故の収束のめどが立たない中、毎日のテレビ・新聞・インター

ネット等の情報に緊張の日々です。「放射能は目にみえないのですごく不安です。」

「江戸川区でも放射能の測定をしてほしい。」の切実な声が多くのお母さんたちか

ら寄せられています。安心して子育てできるよう、下記の項目についてただちに実

施していただけるよう陳情します。 
 

記 
 

１ 区内に固定式モニタリングポストの設置をするよう国・都に要請してください。 
２ 区内の放射線量の定期的測定を行い区民に知らせてください。特に子どもたち

が遊ぶ校庭や園庭・公園などの測定を行ってください。 


